
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連休前の５月２日のお昼の放送のことです。交通少年隊副隊長の

６年○○○さんが、全校児童に次のように呼びかけました。「交通

少年隊からのお知らせです。先週行われた交通安全教室で、私たち

６年生は『家庭の交通安全推進委員』に委嘱されました。そこで、

皆さんが自分の命を守るために、取り組んでほしい４つのことを伝

えるので、よく聞いてください。」と。続いて、交通少年隊隊長の

６年○○○○さんが話します。「これから皆さんに守ってほしいこ

とを４つお話しします。１つめは、交通ルールを守りましょう。２つめは、車に乗ったらシー

トベルトやチャイルドシートを着けましょう。３つめは、自転車に乗るときは、ヘルメットを

かぶりましょう。４つめは、おうちの人にも、交通ルールを守るように呼びかけてくださいと

いうことです。この４つに取り組んで、皆さんも交通事故から身を守りましょう。これで、交

通少年隊からのお知らせを終わります。」このように、交通安全教室の中で、郡山警察署の方か

ら、代表で委嘱を受けた交通少年隊隊長の○○さんと副隊長の○さんが、責任をもって全校児

童に伝え、交通事故防止を訴えたのです。 

さらに、放送は続きます。運動会の紅組応援団長の○○○○さん、

白組応援団長の○○○○○さんが次のように話しました。「運動会

の応援について、全校生の皆さんにお伝えしたいことがあります。

昨日の全体練習では、暑い中、みんな本当によくがんばりました。

特に、１・２年生が、大きな声で一生懸命がんばっている姿を見て、

とても感動しました。５月 10 日の運動会では、213 人全員が心を

一つ、感動を分かち合えるよう、明日からの連休中も、時間のある

ときに、応援の練習をしてほしいと思います。そして、来週の全体

練習、本番の運動会も金透ワンチームでがんばりましょう。」と。自分たちの運動会を全校児

童で最高のものにしたいという両応援団長の熱い思いが感じられた放送でした。 

 １年生の子どもたちも少しずつ学校に慣れてきて、廊下を走っているお友達がいると、先生

が注意する前に「歩きましょう」と呼びかけています。 

 学校生活の様々な場面で、自分たちの学校を自分たちが主体的によりよくしようとする姿が

見られます。子ども主体の学校づくりが少しずつ実現されていて、とてもうれしく思います。

子どもたちがもっている力を存分に発揮できるよう、私たち教職員は支援していきます。 
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 前号で、運動会の全体練習は、たった２回だけとお伝えしました 

が、本日、３回目の練習を行いました。これは、練習が十分でない 

と先生が判断したからではありません。６年生の子どもたちから、 

「運動会前に全校生の士気を高めていきたい、全校生が ONE TE 

AM になりたい」という思いをもって、もう一回全体練習をやらせ 

てほしいという願いからです。自分たちで最高の運動会にしたいという思いを全校児童でもって、

ONE TEAM の運動会にしようとがんばっています。すごい子どもたちです！ 

 

練習後、真剣に振り返りをする６年生 


